
   

令和５年度 

富山県毒物劇物取扱者試験 
 

 受験区分 受験番号  

 共 通   

（第一部） 

① 法  規  問１～問25（１～12ページ） 

② 基礎化学  問26～問50（13～21ページ） 

 

【注 意 事 項】 

１ 指示があるまで開いてはいけません。 

２ 解答方法は以下のとおりとします。 

（１）各問題では、最も適当と思われる答えを１つ選び、次の例にならって解答用

紙に記入してください。２つ以上を選んだ場合は、無効とします。 

 

【記入例】 問１ と表示のある問に対して「３」と回答する場合は次のように

問題番号１の解答欄の 3 を塗りつぶしてください。 

問 解 答 欄 

１ 

 

 

（２）正答は  の中全体をＨＢ又はＢの鉛筆又はシャープペンシルで濃く塗りつ

ぶしてください。 

【悪いマーク例】           ※しっかり塗りつぶさないと 

採点されません。 

（３）答えを修正した場合は、必ずプラスチック消しゴムであとが残らないように

完全に消してください。鉛筆のあとが残ったり、「  」のような消し方など

をした場合は、修正又は解答したことになりません。 

（４）解答用紙は折り曲げたり、汚したりしないよう、注意してください。 

  

     1 2 3        4 5 
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 問題用紙 法 規 受験区分 共 通  

 

※ 法規に関する設問中、毒物及び劇物取締法を「法」、毒物及び劇物取締法施行

令を「政令」、毒物及び劇物取締法施行規則を「省令」とそれぞれ略称する（た

だし、設問中に法令等の条文を引用する場合を除く。）。 

 

問１～問５ 

次の文章は、法の条文の抜粋である。（  ）内にあてはまる語句を≪選択肢≫

から選びなさい。 

 

第２条第２項 この法律で「劇物」とは、別表第二に掲げる物であつて、（ 問１ ）

及び（ 問２ ）以外のものをいう。 

 

第３条第３項 毒物又は劇物の販売業の登録を受けた者でなければ、毒物又は劇物

を販売し、授与し、又は販売若しくは授与の目的で貯蔵し、運搬し、若しくは 

（ 問３ ）してはならない。（以下略） 

 

第３条の３ 興奮、（ 問４ ）又は麻酔の作用を有する毒物又は劇物（これらを

含有する物を含む。）であつて政令で定めるものは、みだりに摂取し、若しくは

吸入し、又はこれらの目的で（ 問５ ）してはならない。 

 

≪選択肢≫ 

問１  １ 医薬品  ２ 指定薬物  ３ 危険物  ４ 毒薬 

５ 農薬 

 

問２  １ 化粧品  ２ 医療機器  ３ 劇薬  ４ 医薬部外品 

５ 食品 

 

問３  １ 広告  ２ 陳列  ３ 研究  ４ 交付  ５ 所持 

 

問４  １ 幻聴  ２ 覚醒  ３ 鎮静  ４ 幻覚  ５ 睡眠 

 

問５  １ 所持  ２ 使用  ３ 輸入  ４ 販売  ５ 製造 
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問６ 

次のうち、法第３条の４の規定により、引火性、発火性又は爆発性のある毒物又

は劇物として、政令で定められているものの正しい組み合わせを≪選択肢≫から選

びなさい。 

 

 ａ ニトログリセリン 

ｂ ピクリン酸 

ｃ 次亜塩素酸 

ｄ ナトリウム 

 

≪選択肢≫ 

１（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｃ）  ３（ａ、ｄ）  ４（ｂ、ｄ）  ５（ｃ、ｄ） 

 

 

 

問７ 

次の毒物又は劇物の営業の登録に関する記述の正誤について、正しい組み合わせ

を≪選択肢≫から選びなさい。 

 

ａ 毒物又は劇物の製造業の登録を受けようとする者は、その製造所の所在地の

都道府県知事を経由して厚生労働大臣に申請書を提出しなければならない。  

ｂ 毒物又は劇物の輸入業の登録は、５年ごとに更新を受けなければ、その効力

を失う。 

ｃ 毒物又は劇物の製造業者は、販売業の登録を受けなくても、その製造した毒

物又は劇物を、他の毒物又は劇物の製造業者に販売することができる。  

ｄ 毒物又は劇物の製造業者は、毒物又は劇物の輸入業の登録を受けなくても販売

又は授与の目的で毒物又は劇物を輸入することができる。 

 

≪選択肢≫ 

ａ  ｂ   ｃ   ｄ 

１  正  正  誤   誤 

２  誤  正   正  誤 

３  誤   誤  正  正 

４  誤   誤    誤  正 

５  正   誤   誤   誤 
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問８ 

次の毒物又は劇物の販売に関する記述について、正しいものの組み合わせを≪選

択肢≫から選びなさい。 

 

 ａ 毒物劇物一般販売業の登録を受けた者は、すべての毒物又は劇物を販売する

ことができる。 

ｂ 毒物劇物農業用品目販売業の登録を受けた者は、農業上必要な毒物又は劇物

であって省令で定めるもののみ販売することができる。 

ｃ 毒物劇物特定品目販売業の登録を受けた者は、法第２条第３項で規定される

特定毒物のみ販売することができる。 

 ｄ 薬局の開設許可を受けた者は、毒物又は劇物の販売業の登録を受けた者とみ

なされる。 

 

≪選択肢≫ 

１（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｃ）  ３（ａ、ｄ）  ４（ｂ、ｄ）  ５（ｃ、ｄ） 

 

 

 

問９ 

次の毒物劇物営業者が行う手続きに関する記述の正誤について、正しい組み合わ

せを≪選択肢≫から選びなさい。 

 

ａ 毒物劇物営業者が、営業者の名義を個人から法人に変更したときは、30 日以

内にその旨を届け出なければならない。 

ｂ 毒物劇物営業者は、毒物又は劇物を貯蔵する設備の重要な部分を変更しよう

とするときは、あらかじめ、登録の変更を受けなければならない。 

ｃ 毒物又は劇物の製造業者は、登録を受けた毒物又は劇物以外の毒物又は劇物

を製造したときは、30 日以内に登録の変更を受けなければならない。 

ｄ 法人である毒物劇物営業者が、法人の名称を変更したときは、30 日以内にそ

の旨を届け出なければならない。 

 

≪選択肢≫ 

    ａ  ｂ  ｃ  ｄ 

１  誤  正  誤  正 

２  誤  正  正  正 

３  正  誤  正  誤 

４  誤  誤  誤  正 

５  正  正  正  誤 
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問１０ 

 次の毒物又は劇物の販売業の店舗の設備の基準について、正しいものの組み合わ

せを≪選択肢≫から選びなさい。 

 

ａ 毒物又は劇物とその他の物とを区分して貯蔵できる設備であること。 

ｂ 店舗の構造は、コンクリート、板張り又はこれに準ずるものとし、毒物又は

劇物が飛散し、地下にしみ込み、又は流れ出るおそれがないものであること。 

ｃ 毒物又は劇物の運搬用具は、毒物又は劇物が飛散し、漏れ、又はしみ出るお

それがないものであること。 

ｄ 毒物又は劇物を陳列する場所にかぎをかける設備があること。ただし、盗難

等に対する措置を講じているときは、この限りでない。 

 

≪選択肢≫ 

１（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｃ）  ３（ａ、ｄ）  ４（ｂ、ｄ）  ５（ｃ、ｄ） 

 

 

 

問１１ 

次のうち、毒物劇物取扱責任者になることができる者の正誤について、正しい組

み合わせを≪選択肢≫から選びなさい。 

 

ａ 毒物又は劇物を取り扱う製造所、営業所又は店舗において、毒物又は劇物を

直接に取り扱う業務に２年以上従事した経験があれば、毒物劇物取扱責任者に

なることができる。 

ｂ 省令で定める学校で、応用化学に関する学課を修了した者は、毒物劇物取扱

責任者になることができる。 

ｃ 医師は、毒物劇物取扱者試験に合格することなく、毒物劇物取扱責任者にな

ることができる。 

ｄ 薬剤師は、毒物劇物取扱者試験に合格することなく、毒物劇物取扱責任者に

なることができる。 

 

≪選択肢≫ 

ａ  ｂ   ｃ   ｄ 

１  誤  誤  正   正 

２  正  誤   誤  正 

３  正   正  誤  誤 

４  誤   正    誤  正 

５  誤   正   正   正  
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問１２ 

次の毒物劇物取扱責任者に関する記述について、正しいものの組み合わせを≪選

択肢≫から選びなさい。 

 

ａ 一般毒物劇物取扱者試験の合格者は、特定品目販売業の店舗の毒物劇物取扱

責任者となることができる。 

ｂ 農業用品目毒物劇物取扱者試験の合格者は、農業用品目のみを製造する毒物

劇物製造所において毒物劇物取扱責任者となることができる。 

ｃ 毒物又は劇物の販売業者は、毒物又は劇物を直接に取り扱わない場合であっ

ても、店舗ごとに専任の毒物劇物取扱責任者を置かなければならない。 

ｄ 毒物劇物営業者が、毒物又は劇物の製造業、輸入業又は販売業のうち、２以

上を併せて営む場合において、その製造所、営業所又は店舗が互いに隣接して

いるとき、毒物劇物取扱責任者は、これらの施設を通じて１人で足りる。 

 

≪選択肢≫ 

１（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｃ）  ３（ａ、ｄ）  ４（ｂ、ｄ）  ５（ｃ、ｄ） 

 

 

 

問１３ 

次の法第１５条の規定に基づく毒物劇物営業者の毒物又は劇物の交付の制限等

に関する記述について、正しいものの組み合わせを≪選択肢≫から選びなさい。 

 

ａ 父親の委任状を持参し受け取りに来た 16 歳の高校生に対し、学生証等でそ

の住所及び氏名を確認すれば、毒物又は劇物を交付することができる。 

ｂ 薬事に関する罪を犯し、罰金以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又は

執行を受けることがなくなった日から起算して３年を経過していない者に対し、

毒物又は劇物を交付することができない。 

ｃ 法第３条の４に規定されている引火性、発火性又は爆発性のある劇物を交付

する場合は、運転免許証により、その交付を受ける者の氏名及び住所を確認し

た後であれば、交付することができる。 

ｄ 法第３条の４に規定する引火性、発火性又は爆発性のある劇物を交付した場

合、交付時に確認した事項を帳簿に記載し、その帳簿を最終の記載をした日か

ら５年間、保存しなければならない。 

 

≪選択肢≫ 

１（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｃ）  ３（ａ、ｄ）  ４（ｂ、ｄ）  ５（ｃ、ｄ） 
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問１４ 

次の毒物又は劇物の譲渡手続に関する記述について、正しいものの組み合わせを

≪選択肢≫から選びなさい。 

 

ａ 毒物又は劇物の譲渡手続に係る書面に記載しなければならない事項は、毒物

又は劇物の名称及び数量、販売又は授与の年月日、譲受人の氏名及び住所（法

人にあっては、その名称及び主たる事務所の所在地）である。 

ｂ 毒物劇物営業者は、譲受人の承諾を得たときは、譲受に関する書面の提出に

代えて、当該書面に記載すべき事項について電子情報処理組織を使用する方法

で提供を受けることができる。 

ｃ 毒物劇物営業者が、毒物又は劇物を毒物劇物営業者以外の者に販売し、又は

授与する場合の譲渡手続に係る書面には、譲受人の押印は不要である。 

ｄ 毒物劇物営業者は、毒物を販売するときは、販売する時までに、譲受人に対

し、当該毒物の性状及び取扱いに関する情報を提供しなければならない。ただ

し、当該毒物劇物営業者により、当該譲受人に対し、既に当該毒物の性状及び

取扱いに関する情報の提供が行われている場合その他省令で定める場合は、こ

の限りでない。 

 

≪選択肢≫ 

１（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｃ）  ３（ａ、ｄ）  ４（ｂ、ｄ）  ５（ｃ、ｄ） 

 

 

 

問１５ 

次の製剤のうち、毒物劇物営業者が有機燐
りん

化合物を販売するときに、その容器及

び被包に表示しなければならない解毒剤として、正しいものの組み合わせを≪選択

肢≫から選びなさい。 

 

ａ 硫酸アトロピンの製剤 

ｂ チオ硫酸ナトリウムの製剤 

ｃ ２－ピリジルアルドキシムメチオダイド（別名 ＰＡＭ）の製剤 

ｄ ジメルカプロールの製剤 

 

≪選択肢≫ 

 １（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｃ）  ３（ａ、ｄ）  ４（ｂ、ｄ）  ５（ｃ、ｄ） 
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問１６ 

次の記述は、法等の条文の抜粋である。（  ）内にあてはまる語句の正しい組

み合わせを≪選択肢≫から選びなさい。 

 

法第１１条第４項 

毒物劇物営業者及び特定毒物研究者は、毒物又は厚生労働省令で定める劇物

については、その容器として、（ ａ ）を使用してはならない。 

 

省令第１１条の４ 

法第１１条第４項に規定する劇物は、（ ｂ ）とする。 

 

≪選択肢≫ 

ａ              ｂ 

１ 密閉できない構造の物         すべての劇物 

２ 衝撃に弱い構造の物          飛散しやすい劇物 

３ 飲食物の容器として通常使用される物  すべての劇物 

４ 密閉できない構造の物         刺激臭のある劇物 

５ 飲食物の容器として通常使用される物  刺激臭のある劇物 

 

 

 

問１７ 

次の法第１７条の規定に基づく毒物又は劇物の事故の際の措置に関する記述に

ついて、正しいものの組み合わせを≪選択肢≫から選びなさい。 

 

ａ 毒物劇物営業者は、取り扱っている劇物が流出し、多数の者に保健衛生上の

危害が生ずるおそれがある場合、直ちに、その旨を保健所、警察署又は消防機

関に届け出るとともに、保健衛生上の危害を防止するために必要な応急の措置

を講じなければならない。 

ｂ 毒物劇物営業者が貯蔵していた毒物を紛失した場合、少量であっても、直ち

に、その旨を警察署に届け出なければならない。 

ｃ 毒物劇物営業者が貯蔵していた毒物が盗難にあった場合、特定毒物が含まれ

ていなければ、警察署への届出は不要である。 

ｄ 毒物劇物営業者が貯蔵していた劇物を紛失した場合、保健衛生上の危害が生

ずるおそれがない量であれば、警察署への届出は不要である。 

 

≪選択肢≫ 

１（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｃ）  ３（ａ、ｄ）  ４（ｂ、ｄ）  ５（ｃ、ｄ） 
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問１８ 

 次の特定毒物に関する記述の正誤について、正しい組み合わせを≪選択肢≫から

選びなさい。 

 

ａ 特定毒物研究者は、特定毒物使用者に対し、その者が使用することができる

特定毒物を譲り渡すことができる。 

ｂ 毒物若しくは劇物の輸入業者又は特定毒物研究者でなければ、特定毒物を輸

入してはならない。 

ｃ 毒物又は劇物の製造業者でなければ、特定毒物を製造してはならない。 

ｄ 特定毒物使用者は、特定毒物を品目ごとに政令で定める用途以外の用途に供

してはならない。 

 

≪選択肢≫ 

ａ  ｂ   ｃ   ｄ 

１  正  正  正  誤 

２  正  正  誤  正 

３  正  誤  正  正 

４  誤   正  正  正 

５  正  正  正  正 

 

 

 

問１９ 

次のうち、法第１２条第１項の規定に基づく容器及び被包の表示として、正しい

ものを≪選択肢≫から選びなさい。 

 

≪選択肢≫ 

１ 劇物は「医薬用外」の文字及び赤地に白色で「劇物」の文字を表示 

２ 劇物は「医薬用外」の文字及び赤地に黒色で「劇物」の文字を表示 

３ 毒物は「医薬用外」の文字及び赤地に白色で「毒物」の文字を表示 

４ 毒物は「医薬用外」の文字及び赤地に黒色で「毒物」の文字を表示 

５ 特定毒物は「医薬用外」の文字及び赤地に白色で「特定毒物」の文字を表示 
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問２０ 

 次の毒物又は劇物の表示に関する記述の正誤について、正しい組み合わせを≪選

択肢≫から選びなさい。 

 

ａ 法人である毒物又は劇物の輸入業者は、自ら輸入した劇物を販売するときは、

その容器及び被包に法人の名称及び主たる事務所の所在地を表示しなければな

らない。 

ｂ 法人である毒物又は劇物の販売業者が、劇物の直接の容器又は直接の被包を

開いて、劇物を販売するときは、その容器及び被包に法人の名称及び主たる事

務所の所在地並びに毒物劇物取扱責任者の氏名を表示しなければならない。 

ｃ 毒物又は劇物の製造業者は、自ら製造した硫酸を含有する製剤たる劇物（住

宅用の洗浄剤で液体状のもの）を販売するときは、その容器及び被包に、使用

の直前に開封し、容器や包装紙等は直ちに処分すべき旨を表示しなければなら

ない。 

ｄ 毒物又は劇物の製造業者は、自ら製造したジメチル－２，２－ジクロルビニ

ルホスフェイト（別名 ＤＤＶＰ）を含有する製剤たる劇物（衣料用の防虫剤）

を販売するときは、その容器及び被包に、小児の手の届かないところに保管し

なければならない旨を表示しなければならない。 

 

≪選択肢≫ 

ａ  ｂ   ｃ   ｄ 

１  正  正  誤   正 

２  誤  正   正  誤 

３  誤   誤  正  正 

４  誤   正    誤  正 

５  正   正   正   誤 
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問２１ 

次の記述のうち、法第１３条の規定により、着色したものでなければ農業用とし

て販売、授与してはならない劇物とその着色方法として、正しいものを≪選択肢≫

から選びなさい。 

 

≪選択肢≫ 

 １ 硫酸カリウムを含有する製剤たる劇物は、あせにくい青色で着色する。 

 ２ 燐
りん

化亜鉛を含有する製剤たる劇物は、あせにくい黒色で着色する。 

 ３ 硝酸タリウムを含有する製剤たる劇物は、あせにくい黒色で着色する。 

 ４ 過酸化ナトリウムを含有する製剤たる劇物は、あせにくい青色で着色する。 

 ５ 酢酸亜鉛を含有する製剤たる劇物は、あせにくい黒色で着色する。 

 

 

 

問２２ 

次の文章は、政令の抜粋である。（  ）内にあてはまる語句の正しいものの組

み合わせを≪選択肢≫から選びなさい。 

 

第４０条 法第１５条の２の規定により、毒物若しくは劇物又は法第１１条第２

項に規定する政令で定める物の廃棄の方法に関する技術上の基準を次のように

定める。 

 一 中和、加水分解、酸化、還元、（ ａ ）その他の方法により、毒物及び

劇物並びに法第１１条第２項に規定する政令で定める物のいずれにも該当し

ない物とすること。 

 二 ガス体又は揮発性の毒物又は劇物は、保健衛生上危害を生ずるおそれがな

い場所で、少量ずつ放出し、又は（ ｂ ）させること。 

 三 可燃性の毒物又は劇物は、保健衛生上危害を生ずるおそれがない場所で、

少量ずつ（ ｃ ）させること。 

 

≪選択肢≫ 

     ａ     ｂ   ｃ 

１  稀釈    揮発  燃焼 

２  稀釈    沈殿  拡散 

３  稀釈    揮発  拡散 

４  電気分解  沈殿  燃焼 

５  電気分解  揮発  燃焼 
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問２３ 

次の法に基づいて都道府県知事（その店舗の所在地が、保健所を設置する市又は

特別区の区域にある場合においては、市長又は区長。）が行う監視指導及び処分に

関する記述について、正しいものの組み合わせを≪選択肢≫から選びなさい。 

 

ａ 犯罪捜査上必要があると認めるときは、毒物劇物監視員に毒物又は劇物の販

売業者の店舗、その他業務上毒物又は劇物を取り扱う場所に立ち入り、試験の

ため必要な最小限度の分量に限り、毒物若しくは劇物を収去させることができ

る。 

ｂ 毒物又は劇物の販売業者の有する設備が法第５条の規定に基づく登録基準に

適合しなくなったと認めるときは、直ちにその者の登録を取り消さなければな

らない。 

ｃ 毒物又は劇物の販売業の毒物劇物取扱責任者に、法に違反する行為があった

ときは、その販売業者に対して、毒物劇物取扱責任者の変更を命ずることがで

きる。 

ｄ 毒物又は劇物の販売業者に、法に違反する行為があったときは、期間を定め

て、業務の全部若しくは一部の停止を命ずることができる。 

 

≪選択肢≫ 

 １（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｃ）  ３（ａ、ｄ）  ４（ｂ、ｄ）  ５（ｃ、ｄ） 
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問２４ 

次の記述は、政令第４０条の６の規定に基づく、荷送人の通知義務に関するもの

である。（  ）内にあてはまる語句を≪選択肢≫から選びなさい。 

 

毒物又は劇物を車両を使用して、又は鉄道によって運搬する場合で、当該運搬

を他に委託するときは、その荷送人は、運送人に対し、あらかじめ、当該毒物又

は劇物の名称、成分及びその含量並びに数量並びに事故の際に講じなければなら

ない応急の措置の内容を記載した書面を交付しなければならない。ただし、１回

の運搬につき（ 問24 ）以下の毒物又は劇物を運搬する場合は、この限りでな

い。 

 

≪選択肢≫ 

１ ５００キログラム 

２ 千キログラム 

３ ２千キログラム 

４ ３千キログラム 

５ ５千キログラム 

 

 

 

問２５ 

次のうち、法第２２条の規定に基づき、業務上取扱者の届出が必要な事業者の正

誤について、正しい組み合わせを≪選択肢≫から選びなさい。 

 

ａ 内容積が 200Ｌの容器を大型自動車に積載して、硫酸の運送を行う事業者 

ｂ 砒
ひ

素化合物たる毒物を用いて、しろあり防除を行う事業者 

ｃ 無機シアン化合物たる毒物を用いて、金属熱処理を行う事業者 

ｄ シアン化ナトリウムを用いて、電気めっきを行う事業者 

 

≪選択肢≫ 

ａ  ｂ   ｃ   ｄ 

１  正  正   誤   誤 

２  正  誤   正  正 

３  正   誤  誤  正 

４  誤   正    正  誤 

５  誤   正   正   正 
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 問題用紙 基礎化学 受験区分 共 通  

 

問２６ 

純物質として最も適当なものはどれか。≪選択肢≫から選びなさい。  

 

≪選択肢≫ 

１ 空気  ２ 石油  ３ ドライアイス  ４ 塩酸  ５ 牛乳 

 

 

 

問２７ 

次の物質のうち、黒鉛と同素体の関係にある物質はどれか。≪選択肢≫から選び

なさい。 

 

≪選択肢≫ 

１ 赤リン  ２ 二酸化炭素  ３ 鉛  ４ オゾン   

５ ダイヤモンド 

 

 

 

問２８ 

ある純物質の固体をビーカーに入れ、次の実験Ⅰ、Ⅱを行った。この純物質とし

て最も適当なものはどれか。≪選択肢≫から選びなさい。 

実験Ⅰ 純物質の固体に水を入れてかき混ぜると、全て溶けた。 

実験Ⅱ 実験Ⅰで得られた水溶液の炎色反応を観察したところ、黄色を示した。 

また、この水溶液に硝酸銀水溶液を加えると、白色沈殿が生じた。 

 

≪選択肢≫ 

１ ＫＣｌ  ２ ＮａＮＯ３  ３ ＣａＣＯ３  ４ ＢａＳＯ４   

５ ＮａＣｌ 
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問２９ 

温度Ｔ0の固体の水（氷）を 1.013×105 Ｐａのもとで完全に気体になるまで加熱

した。次の図はこのときの加熱時間と温度の関係を示している。図に関する記述と

して誤りを含んでいるものはどれか。≪選択肢≫から選びなさい。 

 

 

≪選択肢≫ 

１ 点Ａでは、固体しか存在しない。 

２ 温度Ｔ１は融点、温度Ｔ２は沸点である。 

３ 点Ｂでは、液体と固体が共存している。 

４ 点Ｃでは、蒸発はおこらない。 

５ 点Ｄでは、液体の体積は徐々に減少する。 

 

 

 

問３０ 

日常生活に関する物質の記述として正しいものはどれか。≪選択肢≫から選びな

さい。 

 

≪選択肢≫ 

１ 鉄は鉱石を高温で融解し、電気分解することで生産されている。 

２ 油で揚げたスナック菓子の袋に窒素が充填されているのは、油が酸化される

のを防ぐためである。 

３ 水道水に塩素が加えられているのは、ｐＨを調整するためである。 

４ ビタミンＣ（Ｌ-アスコルビン酸）は、食品の乾燥剤として使用されている。 

５ 雨水には空気中の二酸化炭素が溶けているため、大気汚染の影響がなくても

ｐＨは７より大きい。 
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問３１ 

二つの原子が互いに同位体であることを示す記述として正しいものはどれか。 

≪選択肢≫から選びなさい。 

 

≪選択肢≫ 

１ 陽子の数は等しいが、中性子の数が異なる。 

２ 陽子の数は異なるが、中性子の数が等しい。 

３ 陽子の数は異なるが、質量数が等しい。 

４ 中性子の数は異なるが、質量数が等しい。 

５ 中性子の数は等しいが、質量数が異なる。 

 

 

 

問３２ 

 次の模式図の電子配置にならない原子もしくはイオンはどれか。≪選択肢≫から

選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

≪選択肢≫ 

１ Ｍｇ２＋  ２ Ｎｅ  ３ Ｆ－  ４ Ｃｌ－  ５ Ａｌ３＋ 

 

 

 

問３３ 

無極性分子はどれか。≪選択肢≫から選びなさい。 

 

≪選択肢≫ 

１ ＣＯ２  ２ ＮＨ３  ３ ＣＨ３Ｃｌ  ４ Ｈ２Ｓ  ５ ＨＣｌ 

 

 

 

 

 

原子核 

電子 
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問３４ 

次の周期表では第２、第３周期の元素をＡ～Ｆの記号で表してある。これらの元

素の組合せでできる物質の分子式もしくは組成式として適当でないものはどれか。

≪選択肢≫から選びなさい。 

 １ ２ ３～12 13 14 15 16 17 18 

２   
 

 Ａ  Ｂ   

３ Ｃ Ｄ Ｅ    Ｆ  

≪選択肢≫ 

１ ＣＦ  ２ ＤＢ  ３ ＥＦ３  ４ ＡＢ４  ５ Ｅ２Ｂ３ 

 

 

 

問３５ 

２つの原子ＸとＹからなる分子ＸＹの電子式を次に示した。ＸＹとして最も適当

なものはどれか。≪選択肢≫から選びなさい。ただし、ＸとＹは同じ原子であって

も良い。 

 

 

 

 

≪選択肢≫ 

１ Ｈ２  ２ Ｏ２  ３ Ｎ２  ４ Ｃｌ２  ５ ＨＦ 

 

 

 

問３６ 

銅と亜鉛に関する記述として誤りを含むものはどれか。≪選択肢≫から選びなさ

い。 

 

≪選択肢≫ 

１ 銅は電気伝導性が大きく、電線や電気器具の部品に用いられる。 

２ 銅と亜鉛の合金を青銅という。 

３ 亜鉛は両性元素であり、酸にも塩基にも溶ける。 

４ 硫酸銅水溶液に亜鉛をつけると表面に銅が析出する。 

５ 銅を湿った空気中に放置すると徐々に酸化され、緑
ろく

青
しょう

が生じる。 

 

周期 
族 
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問３７ 

結晶および化学結合に関する次の記述について、正誤の組合せとして最も適当な

ものはどれか。≪選択肢≫から選びなさい。 

 

ａ 塩化ナトリウムの結晶では、ナトリウムイオンＮａ＋と塩化物イオンＣｌ－が

１：１の個数比で交互に配列している。 

ｂ 黒鉛（グラファイト）の結晶では、それぞれの炭素原子は４つの等価な共有

結合を形成している。 

ｃ ヨウ素の結晶では、ヨウ素分子が共有結合で規則正しく配列している。 

ｄ アンモニウムイオンＮＨ４
＋の４つのＮ－Ｈ結合のうち、１つは配位結合であ

り、他の３つの結合とは異なる性質を持つ。 

 

≪選択肢≫ 

    ａ  ｂ  ｃ  ｄ 

１  正  正  正  正 

２  正  正  誤  誤 

３  正  誤  誤  誤 

４  誤  誤  正  正 

５  誤  誤  誤  正 

 

 

 

問３８ 

 カリウムは原子量が 39.1 である。カリウムの同位体が 39Ｋ（相対質量 39.0）と
41Ｋ（相対質量 41.0）のみであるとすると、39Ｋの存在比は何％になるか。最も適当

なものを≪選択肢≫から選びなさい。 

 

≪選択肢≫ 

１  5.0   

２  7.0 

３ 51   

４ 95   

５ 99 
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問３９～問４１ 

問３９から問４１の設問において、必要ならば下記の原子量を用いなさい。 

また、標準状態（０℃、１気圧）の気体の体積は 22.4 L/mol とする。 

 

 

 

 

問３９ 

５％グルコース（Ｃ６Ｈ１２Ｏ６：分子量 180）水溶液は水分補充のための点滴液に

用いられている。この水溶液のモル濃度は何 mol/L か。最も適当な値を≪選択肢≫

から選びなさい。ただし、この水溶液の密度は 1.0 ｇ/cm3とする。 

 

≪選択肢≫ 

１ 0.028 mol/L  ２ 0.056 mol/L  ３ 0.28 mol/L  ４ 0.56 mol/L 

５ 2.8 mol/L  

 

 

 

問４０ 

0.1 mol/L の水溶液 500 mL をつくるために必要な溶質の質量が最も大きい物質

はどれか。≪選択肢≫から選びなさい。 

 

≪選択肢≫ 

１ ＭｇＣｌ２  ２ ＮａＯＨ  ３ ＫＣｌ  ４ ＣＨ３ＣＯＯＨ  

５ ＮａＣｌ 

 

 

 

問４１ 

標準状態の体積が最も大きいものはどれか。≪選択肢≫から選びなさい。 

 

≪選択肢≫ 

１ 8.0 ｇの酸素 

２ 3.0×1023 個のアルゴン原子 

３ 0.30 mol の二酸化炭素 

４ 2.24 Ｌの窒素 

５ 3.2 ｇのメタン 

 

原子量 

 Ｈ：1.0  Ｃ：12  Ｎ：14  Ｏ：16  Ｎａ：23  Ｍｇ：24   

Ｃｌ：35.5  Ａｒ：40  Ｋ：39  
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問４２ 

60℃における硝酸ナトリウムの飽和水溶液 100ｇを 20℃に冷却すると、何ｇの結

晶が析出するか。最も適する値を≪選択肢≫から選びなさい。ただし、60℃と 20℃

における硝酸ナトリウムの溶解度（水 100ｇに溶ける溶質の質量（ｇ））はそれぞ

れ 124、88 である。 

 

≪選択肢≫ 

１ ２ ｇ   

２ ８ ｇ   

３ 16 ｇ   

４ 24 ｇ   

５ 36 ｇ 

 

 

 

問４３ 

0.10 mol/L の水酸化ナトリウム水溶液で、濃度不明の酢酸水溶液 20 mL を滴定し

た。この滴定に関する記述として誤りを含むものはどれか。≪選択肢≫から選びな

さい。 

 

≪選択肢≫ 

１ この滴定で指示薬としてフェノールフタレイン溶液を用いた場合、滴下時の

赤色が消えなくなった点が終点となる。 

 ２ 酢酸は弱酸で水酸化ナトリウムは強塩基である。 

３ 滴定に用いた水酸化ナトリウム水溶液のｐＨは 13 である。 

 ４ 滴定に用いた水酸化ナトリウム水溶液は、5.0 mol/L の水酸化ナトリウム水

溶液を正確に 10 mL とり、これを 500 mL に希釈して調製した。 

 ５ 中和に要する水酸化ナトリウム水溶液の体積が 10 mL であったとき、もとの

酢酸水溶液の濃度は 0.20 mol/L である。 

 

 

 

問４４ 

下線を引いた原子の酸化数が最も大きいものはどれか。≪選択肢≫から選びなさ

い。 

 

≪選択肢≫ 

１ Ｏ２  ２ Ｈ２Ｓ  ３ Ｃｒ２Ｏ７
２－  ４ ＨＮＯ３  ５ Ｈ３ＰＯ４ 
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問４５ 

次の反応Ｉ、Ⅱにおいて、下線の分子やイオン（ａ～ｄ）が酸としてはたらいて

いるものの組み合わせとして正しいものはどれか。≪選択肢≫から選びなさい。 

 

Ⅰ ＣＨ３ＣＯＯＨ ＋ Ｈ２Ｏ ⇄ ＣＨ３ＣＯＯ－ ＋ Ｈ３Ｏ
＋ 

ａ               ｂ 

Ⅱ ＮＨ３ ＋ Ｈ２Ｏ  ⇄ ＮＨ４
＋ ＋ ＯＨ－ 

ｃ           ｄ 

 

≪選択肢≫ 

１ ａとｂ  ２ ａとｃ  ３ ｂとｃ  ４ ｂとｄ  ５ ａとｄ 

 

 

 

問４６ 

 0.10 mol/L の水酸化ナトリウム水溶液 10 mL を純水で希釈して 100 mL とした。

この水溶液のｐＨはいくつか。最も適当な数値を≪選択肢≫から選びなさい。 

 

≪選択肢≫ 

１ １   

２ ２   

３ ７   

４ 10   

５ 12 

 

 

 

問４７ 

金属及びイオンの反応性に関する記述として誤りを含むものはどれか。≪選択肢≫

から選びなさい。 

 

≪選択肢≫ 

１ 白金は王水に溶ける。 

２ 塩酸に亜鉛板を浸すと水素が発生し、亜鉛が溶ける。 

３ 塩化マグネシウム水溶液に鉄を浸すとマグネシウムが析出する。 

４ アルミニウムは濃硝酸には溶けない。 

５ 銅は塩酸には溶けないが、硝酸には気体を発生しながら溶ける。 

 



   

- 21 - 

問４８ 

ある塩の水溶液を青色リトマス紙に１滴たらすと、リトマス紙は赤色に変色した。

この塩はどれか。最も適するものを≪選択肢≫から選びなさい。 

 

≪選択肢≫ 

１ ＮａＣｌ  ２ Ｎａ２ＳＯ４  ３ ＮａＨＣＯ３  ４ ＮＨ４ＮＯ３  

 ５ ＫＮＯ３ 

 

 

 

問４９ 

電池に関する記述として誤りを含むものはどれか。≪選択肢≫から選びなさい。 

 

≪選択肢≫ 

１ ダニエル電池は、塩酸に亜鉛板と銅板を浸して導線でつないだ電池の原型で

あり、電流を通すと起電力がすぐ下がってしまう。 

２ 酸化銀電池は、正極にＡｇ２Ｏを用いており、一定の電圧が長く持続するので、

腕時計などに用いられている。 

３ 充電ができる電池を二次電池、放電すると充電ができない電池を一次電池と

いう。 

４ アルカリマンガン乾電池は、正極にＭｎＯ２、負極にＺｎを用いた電池であり、

日常的に広く用いられている。 

５ 鉛蓄電池は、電解液に希硫酸を用いた電池であり、自動車のバッテリーに使

用されている。 

 

 

 

問５０ 

実験の安全に関する記述として適当でないものはどれか。≪選択肢≫から選びなさ

い。 

 

≪選択肢≫ 

 １ 薬品のにおいをかぐときは、手で気体をあおぎよせる。 

２ 濃硫酸を希釈するときは、ビーカーにいれた濃硫酸に純水を注ぐ。 

３ 濃塩酸は換気の良い場所で扱う。 

４ 液体の入った試験管を加熱するときは、試験管の口を人のいない方に向ける。 

５ 酸が手に付着した場合は、直ちに大量の水で洗う。 


